
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

A

A

C

B

B

A

B

A

B

A

B

Ａ

C

B

B

Ａ

B

Ａ

Ａ

Ａ

様式３

令和６年度　　学校評価書　　　（実施段階）

具体的目標

生徒一人一人に応じた指導や支援、学習環
境の整備・充実を図り、学力・体力及び学ぶ
意欲の向上を目指す。

卒業後を見据え、自立を目指した指導・支援
を行う。

研修科

生徒・保護者等が希望を抱けるような、進路
実現に向けたカリキュラムを構築する。

理療教育の魅力を校内外へ広く発信する。

校内研究、研究授業と関連させて理療科・保健理療科における学習評価について検討し、実践する。

授業や実習、行事等は感染症に係
る制限なく実施でき、文化祭に向けた
取組や日々の学習活動等を通して
個々の生徒の成長や希望進路の実現
など一定の成果が見られた。また、研
修科等の校外臨床実習や技能見学会
等により、理療の認知度向上への手
応えも得られた。今後は生徒個々の可
能性を最大限に引き出し、自己実現を
図るために必要な教育内容と教育活
動の充実を目指すとともに、視覚障が
い教育の専門性と互いに支え合うチー
ム力の向上、本校活動の発信に力を
注ぐ。

評価項目

普通科

生活技能科

理療科・
保健理療科

生徒が主体的に挨拶や言葉のやり取りを行うことができるように、自立活動などで指導・支援する。

指導内容の改善を組織的に行うとともに、卒後教育の具体を発信する。

治療院開業に関する指導内容や時間数を拡充する。

職場見学実習の回数や訪問先を拡充する。

授業アンケートと関連させて授業を振り返り、自己の課題を整理し、改善に向けた取り組みを実施する。

広報活動の手段と場所、内容の見直しを行う。

公式xの活用について学科内で共通理解を図り、更新頻度を上げる。

年　度　重　点　目　標

「見える・分かる・できる」を生徒が実感できる
学習指導

生徒の夢をかなえる進路指導
B A

具　体　的　目　標

ア．カリキュラム・マネジメントを推進し、自立と社会参加につながる資質・能力の育成を図る。
イ．授業の充実・改善に向け、教職員の専門性・指導力の向上を図る。

ア．生徒一人一人が夢や希望を見いだし目指すための支援とキャリア教育を充実させる。
イ．生徒一人一人の夢や希望の実現に向け、組織的な進路指導体制を構築し取組を充実させる。

ア．生徒の様々な挑戦や経験の場、他者との交流・協働等に係る活動を充実させ、社会とのつながりを広げる。
イ．生徒の主体的な活動や個性を発揮する活動を支援し、主体性や自己肯定感を高める。
ウ．緊急時への備えや一人一人を大切にした教育活動・支援体制づくりを推進し、生徒が安心して安全に過ごせる環
境を整える。

ア．センター的機能及び専攻科の校外臨床実習等の更なる充実を図り、本校の良さを発揮する。
イ．教育活動や生徒の姿の更なる情報発信と計画的・組織的な学校案内活動を図り、本校の良さの周知を図る。

校外臨床実習の更なる充実を図り、ヘルスキーパー等の雇用拡充を図る。

保護者との関係づくりのために、日常の様子や進路等に向けた情報共有を定期的に行う。

３年次すぐに進路先へ配慮等の交渉が行えるように、１、２年次で希望の進路を決定するよう指導する。

学級単位や類型毎の指導において、生徒同士による意見交換や合意形成を図る場面を設定する。

生徒の進路先の拡充に向けて、進路部と連携し、生徒の居住地域の事業所等との関係を構築する。

社会とつながり、生徒の可能性を広げる生徒
指導

本校の強みの発揮と発信

　
　

   自己評価は

　　　A　：　適切である

　　　B　：　概ね適切である

　　　C　：　やや適切である

　　　D　：　不適切である

評価（３月）

A

B

福岡県立福岡高等視覚特別支援学校

B

学校運営の重点①　生徒一人一人が自信をもち、夢に向かって「きらり」と輝ける学校づくり　　②　地域・社会とのつながりを広げ、本校の良さを発揮し発信する取組の推進

具　体　的　方　策

基礎的・基本的な学力を向上させるために、漢字、英単語、計算等の小テストを定期的に実施する。

読書習慣を身に付けさせるために、朝読書を毎日実施する。

卒業までに身に付ける力を踏まえた自立活動の指導を行うため、自立活動係や担任を中心に計画し、実施すると
ともに、成果や課題を学科内等で定期的に共有する。

B

生徒の評価に基づいた学習活動を実施す
る。

定期的に学習評価を行い、指導計画に適宜反映させる。

生徒の自信を高めるために、個々の課題に応じた活動を工夫し、生徒自身で達成できるような目標設定を行う。

各種研修会や研究会に参加し、理療科教員としてのスキルアップを図る。また得た情報や学びは理療科・研修課
内で共有する。

確かな学力の定着と社会から信頼される理
療師として必要な資質・能力の育成。

・生徒の体力の向上を図る
ための手立てを講じる。
・個々の生徒の実態や希望
進路に応じた自立活動の更
なる充実を図る。
・普通科の行事・取組の精選
や内容の見直しを行い、改
善する。

B

挨拶や自分の気持ちを伝える等のコミュニ
ケーション能力を育成する。

学校関係者評価

次年度の主な課題

・学期、年間を見通した具体
的な目指す姿を教師間で共
有し、指導内容や評価につ
いて定期的に協議を行う。
・卒業後の進路先（事業所
等）と学校の 環境が大きく変
化するため、進路を見据えた
環境や場面を踏まえた指導
が必要である。

・授業力の向上、臨床技能
の向上など、理療科教員とし
てのスキルアップのための
時間や体制づくりが必要で
ある。
・学科の良さを知ってもらうた
めの発信や啓発活動を充実
させる。
・校外臨床実習の更なる充
実を図る。

自己評価

学　校　運　営　計　画　（４月）

学校運営方針

昨年度の成果と課題

B

B

Ａ

・生徒には、いろいろな社
会参加の選択肢を示して
あげてほしい。生徒は自分
が何に向いているかが分
からなかったり、将来のイ
メージがわかなかったりす
るのではないか。
視覚障がい者が活躍でき
る場所は増えてきている。
生徒に夢があれば力が出
ることもあるだろう。社会を
知り、社会とつながる道筋
をつけてほしい。

A

・研修科を筆頭に、本校の
良い評判を外部から聞くこ
とが増えた。よい口コミが
広がっている。
・地域もできることは何かと
考えている。学校とのつな
がりをもっともちたい。地域
の方を呼んでのマッサージ
体験や地域のお祭りに
ブースを出すなどしてはど
うか。
・予防医学の観点からも鍼
灸は健康なうちから勧めて
いける分野である。キャッ
チコピーなどを作ったりして
アピールすると理療に対す
る周囲の理解も広がってい
くと思う。

B

・生徒のニーズに合わせた
雇用の拡充を更に進める。
・卒後臨床教育の充実、情
報発信を組織的に行う。
・個々の生徒の就労経験、
臨床能力、視機能等に応じ
た個別指導と全体指導との
調和を組織的に図っていく。

B

B A

B

各コース各生徒の実態やニーズ等に応じた
教育活動の充実を図る。

類型化を最大限に活かし、目指す資格や習熟度に応じた受験指導を実施する。

B研修科の強みを磨き発信する。
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自他を尊重し、安心・安全に過ごすために、
学習面や生活面の環境整備を図る。

生徒
指導課

生徒の健康管理、視覚管理が適切に行える
ように外部専門家等と連携して取り組むとと
もに、視覚管理に関する職員の知識や技術
の向上を図る。

全体の危機管理マニュアルを基に、担任や関係機関と連携して個別の緊急時対応マニュアルを作成する。

進
路
部

視覚障がい教育及び教科教育に関する職員
の専門性・指導力を高め、「見える、分かる、
できる」を実感できる授業の充実・改善を図
る。

信頼される教育活動の実践に向けて教職員
の力量を向上させると共に、地域におけるセ
ンター的機能を発揮する。

研
修
支
援
部

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

研修・
研究課

支援課

関係機関との連携を継続的に行い、現場実習及び進学・進路先等の開拓を行う。また、大学訪問時に積
極的な広報活動を行い、本校へ訪問していただくアナウンスも積極的に行う。
卒業後の生活を見据え、学校・保護者等と地域の関係機関（労働・福祉・医療等）との連携体制を構築
し、キャリアパスポートや個別の移行支援計画に生かす。
高い専門性を有する職員と連携し、ニーズに応じた新転任者研修や職員研修を計画的に実施する。

各種校外研修会への参加を奨励すると共に、研修内容を全職員に還元する効果的な方法について検討する。

生徒の夢や希望を見いだし、目指すため
に、キャリア教育の充実を図る。

教務部等と連携し、来談者に寄り添った教育的支援・相談活動を行う。

夢や希望を実現するために、組織的な進
路支援の充実を図る。

進路
指導課

校内研究や公開授業週間、各種研究授業の機会を有効活用し、職員の授業研究を推進する。

外部専門家や自立活動委員会と共同し、生徒の自立と社会参加に繋がる授業づくりを支援する。

生徒の自立や社会参加を見据えたICT活用
スキルの指導力向上を図るため、職員への
情報提供や研修を実施する。

情報課

生徒が夢や希望を抱くことができる環境づく
りとしてのＰＴＡ活動の推進を図る。

関係機関等との連携の深化のために、本校
の良さの戦略的な発信に努める。

福岡県視覚障がい教育校ＰＴＡ研修会参加校からのアンケートにおいて、家庭教育や学校教育に生かすことがで
きる具体的な成果が８項目以上挙げられる。
校外研修において普通科・生活技能科・理療関係学科からそれぞれ複数名、かつ合計６名以上の参加が得られ
る。
点字ブロック啓発に関する作品１０点以上を公開することができる。

ＰＴＡ広報委員会を開催して、学校新聞についての意見交換を行い、それに基づいての改善を図ることができる。

生
徒
部

学務課

庶務・
企画課

本校にある機器の積極的な活用を促すた
め、利用しやすい環境を整備する。

教
務
部

開かれた学校づくりと視覚障がい教育の専
門性の向上を図る。

各学科の生徒が、自分らしさ、自分の良さを
生かしながら他者と協働し主体的に社会参
加できる力を育成するために教育活動の充
実を図る。

保健課

寮務課

各学科・保護者・関係諸機関等との連携を図
り、共通理解に基づいた一貫性のある指導・
支援に努め、自立し、主体的に社会参加する
ための資質・能力を育成する。

生徒会・自治会活動・委員会活動等の有機
的な連携を図るとともに、生徒の視野・経験
を広げる機会の充実を図る。

緊急時に適切な対応ができるよう、職員対象の緊急時対応シミュレーション研修や救命講習会、異物混入訓練を
計画し実施する。

視能訓練士による視覚管理相談や学期ごとの視力測定等の機会を活用し、見学を促したり測定マニュアルを作
成したりして担当できる職員を増やす。

スクールカウンセラーや担任と連携して、月２回の心理相談が適切に実施できるよう計画する。

避難訓練（火災・地震・不審者）を２回以上実施し、危機管理マニュアルの付加修正を図るとともに、防災・安全教
育の充実を図る。

毎月実施する学校生活アンケートを通して、いじめ防止や人権教育の推進を図り、人権意識や道徳意識を持たせ
る。また、家庭用及び職員用チェックリストを基にしたアンケートを年３回実施し、全職員で情報を共有する。

学校行事では、他者と協働する活動を設定するとともに、生徒が主体的に活動できるよう内容を工夫する。

生徒が安心して学校生活を送ることができる
安全な環境づくりに取り組む。

評価項目以外のものに関する意見

今年度眼科医会の冊子に本校を紹介
することができたのは成果である。更
に学校が医療とつながる手立てとし
て、眼科医へ生徒の学校での頑張りを
伝える手紙を出してはどうか。眼科医
に学校を知ってもらう、教育を知っても
らうきっかけとなる。

各職員のスキルアップを図るため、職員研修をICT支援員と連携しながら計画する。

個別の支援内容について学級担任と協議し、共通理解を図り、「個別の生活支援計画」を効果的に活用する。
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・保護者の思いは様々であ
り、「危ないからやめなさ
い」など、心配に思う気持ち
から子供の活動をセーブし
てしまうこともある。子供の
自立を支えることができる
よう、学校と共に親も育って
いきたい。
・歩行指導など、教師だけ
で専門性を高めることは難
しい。外部専門家や保護者
等、様々な人と連携しなが
ら総合的に学校の教育力
を底上げしていくことが大
切である。

A

・本科普通科・生活技能科の
教育課程について、生徒の
自立と社会参加につながる
よう、更に見直しをしていく。
・授業アンケートを次年度も
継続し、授業改善に生かす。

・進路部が主導して担任団を支
援する組織体制を構築する。
・進路実現・自己実現を目指し
た１年間の教育活動計画を立
て、他分掌と連携し実践する。
・進路行事の実施時期や内容
を改善し、保護者等の更なる参
加を促す。

・福岡県給食研究指定校とし
て本校の実情に合った研究
を計画し、実践を行う。
・生徒の実態に応じた緊急
時対応研修を実施する。
・校内安全点検サイクルの
見直しを行う。

・本校の魅力を伝えるため、
HPの更新・改善を行う。
・生成AI等の活用の仕方の
指導を充実させる。
・ICT機器の活用事例を収集
し、学期に１回程度職員へ向
けて情報提供を行う。

・法定雇用率の増加に伴う
雇用促進など、障がい者を
取り巻く状況の変化はある
ものの「前例がないから」
「何かあったら（どうするの
か）」といった言葉で差別す
る現状は今もある。生徒に
は自信をつけさせて社会に
送り出してほしい。

・視覚特別支援学校として
の専門的な教育を高める
ためには、研修プログラム
を毎年組む必要があるの
ではないか。一人が100％
の専門性をもつということ
ではなく、すべての教師が
少しずつレベルアップし、
アップデートできる学びの
仕組みに期待する。

A

・余暇の充実については、
これからの時代とても重要
な視点である。視覚障がい
のある生徒が好きなものを
見つけることを大切にして
ほしい。
・学校が外とつながること
が必要である。先生方が地
域や社会とつながろうとし
ないと生徒はつながらな
い。教師の意識改革を更に
進めてほしい。

A

・生徒間の好ましい人間関係の
形成のため、担任等との連携
や組織的な対応の強化を図る。
・歩行指導や買い物学習等の
機会を増やすため、学科と連携
し支援体制を構築する。

・ワークショップ形式の研修
を取り入れるなどにより、教
職員の主体的な研修を推進
する。
・研修情報の積極的な提供
や視覚特別支援学校ならで
はの研修の推進を行う。
・校内人材バンク表を活用し
教師の専門性向上を図る。

○今年度の取組の成果を引き継ぎつつ、スクールミッション実現のため更なる学校教育の充実を目指す。
・生徒の進路実現・自己実現を図るため、年間の教育活動の意義を問い直し、つながりと意図をもった各学科の年間行事計画を作成・実施する。
・教職員の専門性向上に向けた取組を整理する（全体研修・研究の精選とプログラム化、各教師のニーズに応じた学びの推進）。
・特別支援教育のセンター的機能を発揮するため、関係機関（高等学校や大学、地域、医療等）とのつながりを広げ、視覚障がい教育に関する相談支援、広報を進める。

生徒会・自治会・委員会活動を生徒が主体的に行い、生徒会・自治会が互いに協力し主体的に活動できる場を設
けるよう支援する。

各機器の貸し出しにおける手続きを明確化するとともに、学期に１回程度機器の状態（故障、破損、紛失等）の確
認を行う。

本校で管理している機器を全職員へ周知するとともに、使い方の研修を計画する。

教育課程検討委員会を月に「一度に開催し、各学科、各教科等の教育課程の検討・見直しや課題の共有を進め
る。
学習評価を生かした効果的な指導を行うために、授業アンケートを学期ごとに行い改善の一助とする。 A

ICT機器の活用事例を収集し、学期に１回程度職員へ向けて情報提供を行う。

A

B

B

B

・創立３０周年記念行事に向
けてＰＴＡ・同窓会との連携を
密にする。
・長期的な視野に立ったＰＴ
Ａ活動の在り方の検討を行
う。

・危機管理マニュアルと生徒
心得の改善と周知を図る。
・生徒数が減少する中で、生
徒会や自治会の在り方を考
察する必要がある。

オープンキャンパス月間に、体験授業や在校生との意見交換等の場をとおして本校の魅力を発信する。

視覚に障がいのある中高生や成人の方への丁寧かつ的確な教育相談を行うため、支援課や各学科とチームとし
て支援を充実させる。

余暇活動の充実と、行事や自治会活動等を通して、役割や責任を自覚させ、主体性を育成する。

生徒一人一人の進路に対するニーズを詳細に把握するとともに、自らの在り方生き方を実感し、希望の
進路を実現できるように、進路指導を段階的・系統的に行う。
関係各所と相互に連携し、進路行事や補習授業・校外模試等を計画・実施する。また、卒業後の生活を
見据えて、寄宿舎と連携し基本的生活習慣の定着及び生活スキルの向上を図る。

日常的に学級担任等とコミュニケーションを図るとともに、学科会議への参加や学舎連絡会の実施等により、情
報共有する。


